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	ハタケシメジ新菌株（３株）の日本特許を取得


タカラバイオ株式会社（社長：加藤　郁之進）は、当社キノコ事業部が開発した覆土不要なハタケシメジ(Lyophyllum decastes)新菌株について、日本国内で特許出願しておりましたが、本年12月8日に特許庁により特許査定されました。

ハタケシメジは、ホンシメジと同じキシメジ科シメジ属に属する非常に優秀な食菌で、各所のキノコ専業メーカーや林業試験場によって、その人工栽培法について研究･開発がなされてきましたが、これまで商業レベルでの成功例はありませんでした。

商業化が難しい一因として、ハタケシメジが雑菌汚染に極めて弱いということの他に、人工栽培において覆土が必要であるという理由があります。この覆土により、商品の汚れ、作業の煩雑さ、覆土材の品質不安定さによる発生歩留り低下等を引き起こし、商業化を妨げておりました。
当社では、今回特許査定を受けた覆土不要なハタケシメジ新菌株を用いて工業的栽培法を確立し、本年9月から大規模生産工場（瑞穂農林株式会社・京都丹波）において、国内初のハタケシメジの大量生産を開始しております。収穫されたハタケシメジは商品名：グルメマッシュⓇとして大手スーパーなどで市販され、好評を博しております。
このハタケシメジの栽培技術に関しては、多数の特許を出願しておりますが、今回登録されたハタケシメジ(全3菌株)の菌株特許は商品そのものを保護する点で最重要特許に位置づけられるものであります。なお、生鮮食品として販売されているきのこの菌株特許の成立は日本では例がなく、今回の特許査定は当社が開発したハタケシメジ新菌株の商品性の高さが改めて認められたものであると考えております。

タカラバイオグループは、キノコの研究を約35年前から行っております。当社は、ブナシメジの人工栽培法を30年前に日本で初めて確立したのをはじめ（「やまびこしめじⓇ」の商品名でJA全農長野から市販され、年間約３万トンの生産量があります）、現在もハタケシメジやホンシメジなどの新しい菌の開発や、栽培方法の研究、さらには健康に有効な成分の生化学的研究も精力的に続けています。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
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＜参考資料＞

【語句説明】
覆土
キノコの人工栽培において、容器内に菌糸を蔓延させた後、キノコを発生させる段階で、発生面に土等をかぶせるもしくは土中に埋めることによって、発生を誘導する方法、もしくはそのための材料の意味です。

腐生性
微生物の従属栄養特性のひとつです。腐生性とは、生物の死体、生産物、排出物を栄養源としているもので、このうち木材を利用するものを(木材)腐朽性、落ち葉やより腐食した木材を利用するものを(狭義の)腐生性と呼ぶこともあります。ハタケシメジは後者です。狭義の腐生性のキノコは地面から発生するものが多いです。エノキタケ、シイタケ等は腐朽性のキノコです。

栄養特性としては他に、樹木に寄生もしくは共生する活物寄生性(菌根性、共生性)があり、マツタケがその代表です。
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